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央・高橋啓編『徳島の研究7 民俗篇』清文堂、 1982年、 1-45頁)、高橋啓「近世徳島城下の『盆踊』考JU史窓』
24、1994年)、三好昭一郎「徳島城下盆踊史料の研究JU史料の輝き一阿波徳島の歴史とともに』三木安平氏古希記
念論集刊行委員会、 1996年、 29-76頁)、三好昭一郎『阿波踊史研究~ (徳島県教育印刷、 1998年)、『阿波おどり研究』
(阿波おどり研究会、年刊、 1993年一)所収の諸論文などがある。
(2)中でも徳島大学の中村久子による一連の研究が注目される(中村久子「阿波踊りにおける多様性について(その 1) J 
『徳島大学総合科学部健康科学紀要~ 3、1990年、 1-17頁、同「阿波踊りにおける多様性について(その 2) JW徳
島大学総合科学部健康科学紀要~ 4、1991年、 1-15頁、同「新聞記事に見る戦後の阿波踊り 演舞場の成立を中心
















































































































%)、有名一般連(団体には所属せず)18連 (4.2%)、県外連14連 (3.3%)、タレント連9連 (2.1 












有名連(団体所属) 42 46 47 
有名一般連 18 18 17 
県外連 8 4 4 
タレント連 6 5 4 
企業連 51 31 35 
官庁等関係連 16 2 14 
学生連 56 54 48 
その他 34 37 23 






























































































































































































































































連名 構成員 踊りの練習 指導・踊りの形態 服装 人数
四国大学連 阿波踊り研究会 5月から週 3 上級生が指導。できるだ 毎年同じ。
約20人|+夏休み前に参 因。 2週間前か け基本に忠実に。
加者募集。 ら毎日。
徳島文理大学薬友連 大学のサークル 4、5月から開 蜂須賀連による指導。基 1996年度に新たに
(飛び入り参加 始。 4"""'6月は 本形は従うが、構成は連 はっぴを作成。 約30人
可) 週 1回、夏休み 長のアイデア。
中は毎日。
徳島大学土木建設連 学科・クラスの 7月から開始、 大学院修士 1年が指導。 毎年同じデザイン 約70人メンノ〈ー 週5因。 の着流し。
日本大学青二才連 大学のサークル 5月から開始。 OBが中心に指導。型に 青を基調としても
2週間に l回、 はまらず、毎年変わった の。 2種類あり好 約40人
3"""'5時間。 ものを考え構成。 きな方を着る。
早稲田大学・慶応義 大学の徳島県人 大会直前。 3年生が中心に指導。踊 毎年同じ。










































































































る。阿波踊りの 2週間前からは 1日おき、 1週間前からは毎日、 1時間半から 2時間の練習を行う。
大学選手権に出場する者は、さらに 1時間半から 2時間余分に練習をする。
応神町民運動会に向けては特に練習を行っておらず、適当に学園祭のフォーメーションを使う。
学園祭に向けての練習は、 2週間前から毎日昼休みに行い、 3、4日前からはそれに朝練習が加わ
る。
以上のように、夏の阿波踊り参加とそれに向けての練習、秋の学園祭参加とそれに向けての練習が
連の活動の中心となっていることがわかる。他大学の連の活動は夏の阿波踊りに向けての練習に集約
されており、短期間に限られているが、四国大学の場合、夏から秋という、かなり長い期間にわたっ
て活動が行われていることが特徴的である。
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5.小結
以上、現在行われている阿波踊りの輪郭と連の概要を把握した上で、特に有名連・学生連について
その社会構成や活動の実態を記述してきたD
有名連は、多種多様な社会的属'性を持ったメンバーから構成されているのが特徴である。阿波踊り
が好きでさえあれば、性別・居住地・年齢(下限はあるが上限はなしリ・職業などを問わず自由に加
入することができる。その意味で、有名連は開放性の高い社会集団と言える。一方、学生連は特定の
大学の、場合によってはさらに特定の集団(学科・ゼミ・部活動やサークルなど)に属していること
が加入の前提となっており、メンバーシップはかなり限定されている。
また、社会集団という点から有名連と学生連を比較した場合、有名連は「阿波踊りを踊ること」だ
けを目的として結成された機能集団であるのに対し、学生連(企業連も同様であるが)の多くは、何
らかの目的を達成するためにすでに結成されている機能集団(大学の学科・教室・サークルなど)を
そのまま連に移行させた集団であるという違いもある(ただし四国大学連などの場合は、阿波踊りを
踊ることだけを目的としてとくに結成されたサークルという点で、集団の目的・機能という面では有
名連に近い位置づけとなる。このことについては後述する)。学生連や企業連の場合には、阿波踊り
を踊ること自体よりも、阿波踊りを通じて、クラス、サークルや会社といった既存の社会集団の連帯
を強めることに重きが置かれているようである ω。そのため、阿波踊りを極めようという心構えもさ
ほど強くみられない。多くの学生連・企業連にとって、阿波踊りは、集団の目的と言うより手段(具
体的には集団の統合、企業のPRなどのための)なのである。
しかしながら、本文でも指摘したように、学生連と言っても集団の志向性によって両極のタイプが
ある。すなわち、たとえ踊りは下手であっても自分たちが楽しめればそれでよいという連(現実には
こちらのタイプの方が多い)と、楽しむだけではなく、さらに技を追求しようとする(できるだけ上
手に踊ることを目指す)連であるD
後者のタイプに属する連は、教室やサークル(阿波踊りを直接の目的としないもの)といった既存
の社会集団を母体とするというよりは、学内の阿波踊り好きの有志が集まってできた学内サークルと
いう形を取っているものが多い。阿波踊りを踊るという一つの目的を持ってメンバーが集まってきて
いるために、学生連とは言いながらも志向性としては有名連に近いものとなり(すなわち「見せるJ
要素が増大し)、普段の練習もかなりシビアなものとなっている。
とはいえ、学生連には有名連にない、アマチュアとしての「気軽さJがある。学生連は有名連のよ
うに、周囲から高い踊りの技術を期待されることもない。「学生連」というカテゴリーに属する(選
び取る)ことによって、連員たちは力を抜いて阿波踊りを「楽しむJことができるのである。
一方、有名連は阿波踊りを踊るための集団であり、いわば阿波踊りのセミプロである。さまざまな
タイプの連の中から有名連への所属を選択するということは、同時に阿波踊りの道を究める、専門的
U6lこうした性格は、企業連により顕著に見られる。連という集団の目的・機能という点からみれば、有名連の対極にあ
るのは、学生連というよりむしろ企業連であると言える。
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に阿波踊りを修得するということを意味している。有名連の場合、ただ自分たちが楽しむだけではな
く、「見せる」という要素が非常に重要になってくる。周囲の期待に沿うだけの踊りを見せることが、
有名連に科せられた使命である。この「見せるJr楽しむ」という二つの要素の相乗作用から、技術
が磨かれ、阿波踊りの基本型から無限のバリエーションが生み出され、連の個性とが紡ぎ出されてい
くのである。そしてそのような個性=連の「型」の存在が連のアイデンティティを創出し、さらには
連員の帰属意識を高めることにもつながってし、く。
学生連のメンバーシップは、その大学の学生であることであるD したがって、卒業とともに連員は
その連を脱退することになる口学生連の組織・技術の不安定さは、有名連との目的意識の違いだけで
はなく、卒業のサイクルに合わせメンバーが常に入れ替わることにもある。一方、有名連には原則的
に年齢制限(上限)がないため、何年でも連に所属し続けることができ、その中でじっくりと技を磨
くことができる。こうした集団の特性が、有名連の組織的な、また技術的な安定にもつながっている
のである。
本稿では連(といっても部分的な事例にすぎないが)の現在の姿を描き出すことに焦点を絞ったた
め、阿波踊りを取り巻く社会状況の変化と関連づけながら連の歴史的な変遷を考察するという重要な
作業を行うことができなかった。これについては今後の課題としたい。特定のタイプの連(例えば企
業連、学生連)の事例をさらに精徹に比較検討すれば、それぞれのタイプの連の特性がより一層明確
になってくるであろう。そのほか、にわか連の位置付け、産業人類学的な見地からの企業連研究、観
光化の進展と連の変容など、今後取り組まなければならないテーマは山積している。今後は、有名連
・学生連・企業連・地域連、さらにはにわか連などタイプの異なった連に関する実証的な事例研究を
積み重ね、それらを相互に比較検討するという作業を行う中から、少しず、つ阿波踊りの全体像を解き
ほぐしていきたいと考えている D
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